
 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次につながる失敗 

校長 大迫 誠  

 

毎年、「今年の夏は暑かったですね。」と言っているような気がしますが、数

字の上からも記録的な猛暑が続いた夏休みでした。日焼けした顔や、体が少し

大きくなったように見える姿から、子どもたちがいかに充実した夏休みを過ご

したかが伝わってきて、とても嬉しく思いました。夏休み期間中は、大きな事

故や病気の報告もなく、始業式には全員、元気に集え合えたことに心から安堵

しました。これも御家庭や地域の皆様が、子どもたちの安全を温かく見守って

くださったおかげです。改めて深く感謝申し上げます。 

さて、最近の世の中の風潮で、懸念していることの一つに、失敗した人に対

して言い訳を許さず、傷口に塩を塗るようなことがあります。些細な失敗に対

しても、非常に厳しく追及し、ダメージを大きくしてしまうことです。例えば、

ＳＮＳでの批判や非難の広がりや誹謗・中傷、炎上など。また、マスコミも非

常にセンセーショナルに取り上げることが多く、意図的に世論を動かそうとし

ているように感じることがあります。こういった風潮は、子どもたちの周囲に

も及んでいます。１回の失敗だけで厳しく追及すること…それが、子どもたち

の成長によくない影響を与えることを心配しています。どの家庭でも、お子さ

んはちょっとした失敗を多くしているのではないでしょうか。子どもたちがし

ていることには、深い考えなしにやって失敗してしまっていることが結構たく

さんあります。それゆえ、失敗した体験をとおして学ばせ、育てていくことが

大切です。 

○なぜ、そういった失敗をしてしまったのか。  

○どうすれば、そういう失敗をしないですんだのか。  

○失敗をしてしまったときは、どのように謝れば（責任をとれば）いいのか。  

これらのことを、失敗体験をもとに考えさせていくことが次につながりま

す。１回の失敗体験で二度と失敗しなくなる場合もありますが、３回、４回と

失敗する子もいます。しかし、私たち大人は、３回、４回と失敗を繰り返して

いる子どもを「ダメなやつだ」「かかわらないでおこう」と見限っていいので

しょうか？見限られた状態で子ども時代を過ごして、健全な育成が図られるは

ずがありません。私たち大人には、「失敗を通して学ばせていこう」という心

掛けが以前にも増して必要ではないかと考えます。失敗は少ないに越したこと

はありません。しかし、３回４回失敗する子どもにもチャンスをあげ、５回目

６回目にはうまくできるように考えさせ、健やかな成長をあと押ししてあげた

いものです。 

半年後、新設される桜島学校でもこの『失敗』が柱の一つになります。 
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令和 7年 ９月 2２日 
鹿児島市立 桜峰小学校 
学校だより 

 桜峰小ＨＰ 

【９／１ 二学期始業式 身体計測】 

 

【９／４ 桜島大根の種まき】 

 

桜峰小学校最後の桜島大根プロジェクトがいよいよ始まり

ました！今年は、あいにくの雨の中、新しい畑で期待大です。 

【９／８ 渋谷区立神南小学校とのリモート交流】 

 

【９／18 租税教室】 

 

鹿児島法人会から 7 名の

方がお越しになり、5・６年生

対象の租税教室がありまし

た。税金を何にどう使うか、

話し合って決めるワーク

ショップを行いました。 

なんと今年の交流では、われらが桜島大根マス

ター坂元次夫さんが神南小で土づくりを指導して

いる様子が画面から！神南小覚醒の予感。 

【９/10 広島大学×桜峰小学校×

日本各地の学校 防災学習】 

 

 広島大学教育ヴィジョン研究センターと東広島市が桜

峰小学校と全国各地の小学校をつなぎ「広域交流型オン

ライン学習」として、防災について考えました。 

 

【９／１８ 読み聞かせ】 

 

【９／１８ 読み聞かせ】 

 


